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２. 実現した内容（実現する内容）

ファイル名：

■中堅・中小企業 IoT取組事例のご紹介

1. タイトル　（1行概要、32文字以内）

　弊社野上技研は、研削加工技術を基盤とし、超精密金型の設計製作販売を行なっている。日頃から、打抜き
及び切断に特化した研究開発を行い、真の顧客価値提供を目指している会社です。
　今回のIoT取組みの目的は、顧客のリチウムイオン電池生産ラインにおける電極打ち抜き用量産金型に関す
るさまざまな課題を解決し効率生産を提供するためである。
　実現する予定の内容は、弊社が顧客に納める精密打ち抜き用金型に異常検知が可能なセンサーを組み込
み、金型の磨耗などによって生じるバリや異物発生などを電極を打ち抜く前、または打ち抜いた直後に把握し
不具合品を生産させない事を可能とした、検知機能や通信機能を保有する「データを発信する知能化された金
型」を提供するものである。
　取り付けるセンサーは金型の異常動作を検知できる歪みセンサーであり、センサーから検知したデータは小
型PCに収集し、さらにクラウドに格納され弊社からの遠隔監視や異常の解析ができる仕組みとしている。セン
サーの取り付けに関し、金型の振動や荷重だけでなく装置側の振動を拾ってしまうなどの問題を克服して安定
した正確なデータを収集できるよう研究開発に取組んでいる。
　収集したデータの解析に関しては、産業技術総合研究所の開発したHLAC技術を応用すべく共同研究を行っ
ている。
金型が正常に動作しているデータと異常動作時のデータの照合は極めて困難であるが、HLAC技術は信号の
微妙な変化を検出する事が可能である。これにより製品のバリなどの原因となる金型の変異を事前に、または
直後に検出できるようにしている。

インターネットを介した電極打抜き用量産金型の異常動作検出

金型モニタリングシステム.jpg



３. 効果およびメリット
　サムソンＳＤＩ製品の発火事故で注目を浴びているリチウムイオン電池であるが、蓄電池分野においてはニッ
ケル電池や水素電池や鉛蓄電池より容量が大きく新たな活用用途が期待されている電池である。
　しかしながらリチウム電池を生産する顧客では以下の課題を抱えている。
　・金型の磨耗により電極にバリが発生し品質不良が発生する。
　・金型が短寿命のためメンテナンス費用がかかる。
　・金型交換が頻繁に発生し生産効率が悪く人件費もかかる。
　・予期せぬトラブルが発生した際の原因究明に時間を要する。
　・社内に金型の専門家がいないため適切な金型管理ができない。
以上の事をうけ、当社が提供する「データを発信する知能化された金型」では、金型の状態を可視化させるとと
もに蓄積した膨大な検知データを解析してこれまでは困難であった金型不具合の予兆管理や、トラブル発生し
た際の原因究明に役立て金型設計上の改善点の抽出に活用できる。さらに弊社が遠隔監視をする事で顧客
は金型を使いながら専門家であによる適切な管理をうけられる事になる。
　現時点では計画段階であるが(平成29年3月完成予定)、効果は以下を想定している。
　・金型寿命が従来の２倍に伸びる
　・生産ラインストップ回数が従来の２分の１となる。
　・メンテナンス費用が３分の１となる。



４．事例紹介WebサイトのURL

５. 分類
１）ケース分類①（目的）

設計～開発～製造のデジタル化
生産工程の見える化・最適化
販売情報の活用～マーケティング
データ活用によるサービス・ソリューション提供
組織を超えたデジタル化による企業間連携
その他

　　ケース分類②（場面別）
開発工程
検査装置/道具/部品
設備/設備間連携/工場内生産管理
遠隔監視/工場間連携
サプライチェーン/ものづくり支援
顧客サービス/マーケティング

２）企業規模分類
小規模企業：1-20人
中小企業　：21-300人
それ以上　：301人以上

３）地域分類　（都道府県）

１）企業・組織名

２）住所

３）電話番号

４）メールアドレス

５）ホームページ

６）関連企業・組織名（複数組織での申請の場合）

以上

茨城県

sng@nogami-gk.co.jp

http://www.nogami-gk.co.jp/

6. 申請者の問い合わせ先

株式会社野上技研

茨城県常陸大宮市泉１１３６－３

0295-53-2188
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